
















































































































































































































離 錮 欄 瑠 戦 郎 相 当 、ウノ・削 、
1年生と2年生の誤用の指摘には、有意な差は認められなかった。しか
し、詳細に検討すると、文章全体の構成の誤用を指摘した学生は、2年生
が7名であったのに対して、1年生は1名もいなかった。また、文体や原
稿紙の使い方に気付いた学生も2年生が多いことが認められた。さらに、
添削の際、説明を加えたりコメントを付けたりした学生は、2年生に17
名見られたのに対し、1年生は1名にとどまっている。
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Ⅵ　添削の前にすべきこと
日本人学生に添削のサポートを依頼する際に生ずる問題とその対策とし
て、以下のことが考えられる。
まず、日本人学生は、ネイティブ・スピーカーとして乱剛こ気付くため
の感覚を磨く必要がある。このためには、多くの文章に接することも一つ
の方法であろう。また、留学生の誤用の傾向を知り日本語の知識を得るた
めに、日本語教育の分野を学習することも肝要である。
一方、留学生の立場からみると、自分のレポートを日本人学生に見られ
るのが恥ずかしいという心理的な障壁が存在するほか、時間的な余裕を
持ってレポートが作成できない、内容に自信を持っており日本人学生に添
削を依頼する必要がないと思っていることなどが、添削を避ける要因とし
て考えられる。
さらに、添削を繰り返しても、留学生のレポート作成能力が向上するこ
とがあまり望めないということも現実である。
それでは、どのような対策が考えられるだろうか。その一つは、レポー
ト作成の初期の段階からサポートを考えるという方法である。レポートの
内容について考え、構成を組み立て、そして実際にレポートを書くという
各段階において、教員、留学生同士、あるいは日本人学生が協力しあって
レポートを作成することによって、誤用を最小限に抑え、添削をしなくて
も内容理解に問題のない程度まで完成されたレポートを作成することが可
能になると考えられる。
Ⅶ　おわりに
日本人学生による効果的な添削を実施するには様々な準備が必要であり、
実施しても、教員が期待するような結果を得るのは難しい。留学生のレ
ポート作成をサポートするにあたっては、実際にレポートを書く前の計画
段階からの、こまやかな対応が望まれる。
ユ30
田部井圭子
参考文献
池田玲子（2（沿7）rピア・ラーニング入門－創造的な学びのデザインのためにj　ひ
つじ昏房
入部明子（1998）「匡l際化時代に通用する論理的な文車の書き方」拍本語学J17、14
－21
大島弥生他（2（沿5）「ピアで学ぶ大学生の日本語表現－プロセス重視のレポート作
成」ひつじ昏房
田中真理他（1998）「第二言語としての日本語における作文評価基準－日本語教師
と一般日本人の比較」r日本語教育J髄、卜12
田中真理他（1鮒8）「第二言語としての日本語における作文評価－「いい」作文の
決定要因」柏本譜教育J99、棉－71
得九智子（1⑯8）「留学生と日本人学生による作文交換活動－構成的エンカウン
ター・グループを応用して」r日本語教育j粥、166－177
水谷信子（1997）「研究の動向　2日本語教育　⑧作文教育」F日本語教育』94、91－
95
ユ32
西遊記再話
斉藤　洋
F西遊記』は呉承恩の長編小説で、明代、1570年頃成立したと言われ
ている。物語は玄英三蔵が孫悟空、猪八戒、沙悟浄をつれ、天竺に取経
の旅をするという、いわば旅行記仕立てとなっているが、実在の玄英は、
r西遊記』に先立つおよそ950年前の629年に長安を出てインドに旅をし、
糾5年に帰国している。この体験をもとにした玄英自身の旅行記『大唐西
城記jが呉承恩の『西遊記』の素材になっていると言われており、した
がって、呉承恩の　F西遊記」は広い意味で玄笑の『大唐西城記』の再話と
言えるだろう。
まず、ひとつの紀行文なり、物語なりがあり、それが再話される理由は
何かと言えば、ひとつには、もとの話がある時代のある読者層にとって、
興味を失わせる内容になったとき、それを再話される時代のある読者層に
とって、興味を持って読めるものにすることにある。玄英の『大唐西城
記』は公的な報告書的性格が強く、当時の一般大衆に向けられたものでは
なかったようだ。その『大唐西城記』を素材にして、呉承恩が物語を作っ
たわけだが、その際、そこに元代までの民間説話を入れ、できあがったの
がF西遊記』である。読者は一般大衆であるが、物語に仏教と道教のせめ
ぎあいが付加され、道教に対する仏教の優越性がひとつの大きなテーマと
して盛り込まれた。その結果、『西遊記』は「仏教プロパガンダ」の性格
を持つにいたり、それは『西遊記』成立当時あるいはそれ以降長い時代に
わたって、意味のあったことなのではあろう。だが、現代の読者、とりわ
け10代の日本の読者にとって、道教に対する仏教の優越性というテーマ
がどれほど興味を引くものかは疑問である。
そこで、私は『西遊記』を再話するにあたり、物語を玄奨三蔵と孫悟空
132
斉　藤　　　洋
の特殊な形のプラトニック恋愛小説ととらえ、彼らが遭遇する事件の解決
の担い手を観音菩薩から孫悟空に移した。
理論社刊、斉藤洋の「西遊記』は2004年4月に出版が始まり、2008年3
月現在で第七巻まで刊行されているが、そこに表現されている世界は、い
わば騎士的精神で玄笑を愛する主人公孫悟空の教養小説的冒険ファンタ
ジーとなっている。そして、呉承恩の『西遊記』をそのように構造変革す
ることに、今これを再話する意義があるのだ。
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